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つている.我 々はこれに便乗させて貰つて,そ の外来日に我 々のグループの一人が出て高血
圧の内から腎臓疾患を有すると思われる症例を探す様にしている.
























び④腎生検法による組織学的所見で,細動脈性腎硬化症或は糸球 体 腎炎の発 見される事 等
で,現在第三段階迄行つた28例中7例 に本症を発見している.即 ち細動脈性腎硬化症3例,
慢性糸球体腎炎1例,腎 外傷後における腎動脈狭窄1例,腎 動脈粥状板による狭窄1例 及び
腎静脈分枝の圧迫による腎動脈上行枝屈曲1例 がそれである.叢 に諸検査を行うに当つての














我 々の7例を見ると腎別除術4例 ・腎動脈周囲剥離術1例,腎 ・脾動脈吻合術1例 及び腎静
脈分枝切除術1例 となつている.
治療成績の検討は術後1力 年以上経過 したものについて行 うぺきであると考える.即ち我
々の7例 中1例は9ヵ月後に上昇の傾向が見られている.
治療方針を定めるに際 して注意しなければならないのは姉妹腎の状態である.最初は偏腎
性で始まつた腎病変でも・高血圧が長期間に亘ると姉妹腎は一般高血圧性の変化を獲得 し,
病腎に治療を加えても降下効果が目的通 り得られない事がある.従つて既にこの様になつて
いる場合には治療は無意味であると考えられる・併し我々の経験からすると,この様な場合
の高血圧は本態性高血圧の際の腎病変 と類似 している事があるので,適当な降圧剤を投与す
るか・又は胸腰部交感神経切除術を行なえば降圧効果を得る事が出来るし,他方治療によつ
て血圧が下降しない迄も高血圧の進行及び病変の進展をも防 ぐ事に価値があると考えられる
ので,治療は決 して無意味ではないと考える,
